
水環境フォーラム in こまつ 2015
木場潟環境フォーラム

～かけがえのない水と緑を次世代へ～

［日時］

平成 27年
　　　　　　13:30～16:00（開場 11:30）

［会場］
　　　　小松市林町ほ 5番　℡0761-43-1677
プログラムプログラム

展示コーナー展示コーナー
●生活排水に関するクイズラリー　●木場潟写真・資料展
●メタンガス発酵技術などのパネル展示　●各種団体PRブース
●顕微鏡による微生物の観察　●環境王国商品物販など
●実物大浄化槽の展示

●木場潟環境整備促進期成同盟会　会長表彰
●芸能披露
　加賀献木木遣り　加賀献木木遣り保存会（戸津町）
●第一部　報告会
「前川・木場潟について考えよう」　今江小学校５年生
「わたしたちの日用川・粟津川・木場潟」　粟津小学校４年生
「湖沼における水質改善の取組」　石川県環境部水環境創造課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　課長 浅田 耕司
「木場潟の有機汚濁の現状」　金沢大学 教授　長尾 誠也
●第二部　特別講演
「木場潟資源調査について」　金沢大学 客員教授　川畠 平一
「木場潟浮島プロジェクトについて」小松精練株式会社
　　　　　　　　　取締役 技術開発本部長　奥谷 晃宏

（敬称略）

【主　催】
石川県・小松市・木場潟環境整備促進期成同盟会
【後　援】
（公財）石川県下水道公社、石川県流域下水道協議会、
石川県土地改良事業団体連合会、（公社）石川県浄化槽協会、
日本野鳥の会石川、かが森林組合、加賀三湖土地改良区、
（一社）こまつ観光物産ネットワーク、
こまつ環境パートナーシップ、こまつSATOYAMA協議会、
こまつ水郷 2020ネット
【協　力】
金沢大学、小松精錬株式会社

　　　　 【お問い合わせ】
　　　 　小松市ふるさと共創部環境推進課
　　　 　℡0761-24-8067

月 　　日（日）2   15
こまつドーム

小松市
イメージ
キャラクター
「カブッキー」
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○開　会

13:30　主催者・来賓挨拶

○表彰式

13:55　木場潟環境整備促進期成同盟会

　　　　会長表彰式

○芸能披露

14:10　加賀献木木遣り

　　　　加賀献木木遣り保存会（戸津町）

［第一部］

14:20　報告会

　　　①「前川・木場潟について考えよう」
　　　　　　　　　　今江小学校 5 年生

　　　②「わたしたちの日用川・粟津川・木場潟」
　　　　　　　　　　粟津小学校 4 年生

　　　

　　　  

　　　

　　③「湖沼における水質改善の取組」

　　　　　　石川県環境部水環境創造課

　　　　　　　　　　 課長　浅田 耕司

　　④「木場潟の有機汚濁の現状」

　　　　　　金沢大学 教授　長尾 誠也

［第二部］

15:20　特別講演

　　　　①「木場潟資源調査について」

　　　　　金沢大学 客員教授　川畠 平一

　　　　②「木場潟浮島プロジェクトについて」

　　　　　小松精練株式会社

　　　　　　取締役 技術開発本部長 奥谷 晃宏

16:00　閉　会

　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

平成 27 年 2 月 15 日（日）

氏
金沢大学教授
長尾　誠也

1962 年北海道生まれ。金沢大学環日本
海域環境研究センター教授。専門は地球
科学・環境放射化学。河川、湖沼などの
水環境における物質動態に関する研究を
行う。2012 年より小松市と共同で木場
潟の有機汚濁の原因を調査中。2011 年
より国際腐植物質学会日本支部長、
2013 年より日本原子力学会評議委員。

ながお　   せいや
氏

金沢大学地域連携
推進センター
客員教授

川畠　平一

岐阜大学農学部卒。元石川県農業総合研
究センター所長及び（財）石川県産業創
出支援機構コーディネーター。金沢大学
能登学舎の学舎長及び里山自然学校こま
つ滝ヶ原の学校長。専門は農業経営経済
学で、農法論・稲作経営研究の著作多数。
産学連携、地域連携に明るい。

かわばた　へいいち おくや   　てるひろ
氏

小松精練株式会社 
取締役　
技術開発本部長

奥谷　晃宏

1989 年金沢大学大学院工学専攻科修了。
同年小松精練株式会社入社。 
2003 年同取締役兼第 3 工場長。2010
年より現職。染色工場から出る産業廃棄
物を有効活用したエコ建材『グリーンビ
ズ』を開発。 環境共生素材として、小松
市と共同で木場潟浮島プロジェクトで浄
化に挑戦中。

〜かけがえのない水と緑を次世代へ〜


